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－電  1 － 

 

＜レセプト電算のデータをＵＳＢへ書き込む場合（Windows 11 版）＞ 

事前に ４２ 明細書 の集計や ４３ 請求管理 の作業を行った上で手順に進んで下さい。 

 

１．USB メモリをセットします。 

２． ４４ 総括表・公費請求書 にて請求年月、請求年月日を確認します。 

ファイル出力先が クライアント保存 となっていることを確認して下さい。 

又、レセ電チェックを「１：チェックする」にします。 

※レセ電チェックを行うと、請求前に基本的なチェックをかけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 社保レセ電（Ｆ６） ・ 国保レセ電（Ｆ７） を押すと下記のメッセージが表示されますので 

   Ｆ１０：プレビュー を押します。 

 

 

 

４．「名前をつけて保存」の画面が表示されましたら、格納場所を選択し 保存 を押します。 

   ※「名前を付けて保存」画面が表示されない場合は、画面右上に表示されます「保存」を押して下さい。 

※２回目以降の場合は、上書きのメッセージが表示されますので はい を選んで下さい。 

  （例：デスクトップ→レセ電→社保→R6.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック W クリック 

W クリック 

クリック 
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Point 

「新しいフォルダー」を選択すると、新たなフォルダを作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．保存後、下記画面のように表示されましたら Ｆ１：戻る を選択します。 

 

 

 

 

 

※赤字で「処理は正常に終了しました」と表示された場合は、エラーがあります。 

  Ｆ１２：プレビュー をクリックし、エラー内容を確認して下さい。 

 修正が不要な場合は次の手順へ進み、修正が必要な場合は該当患者様の内容を修正し、 

 修正後 ４２ 明細書 の手順から再度行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．次に、デスクトップに保存した該当月のフォルダを開きます。 

 

 

 

 

 
Ｗクリック Ｗクリック 
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７．レセ電データ（RECEIPTC.UKE）を開き、レセ電ビューアで点数や件数を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自動的にレセ電ビューアが開きますので、点数や件数を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．画面左上にあります上矢印をクリックします。 

 

 

 

 

 

９．該当フォルダを右クリックし「コピー  」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセ電データをクリックしたまま、レセ電算 

ビューアのアイコンにもっていきます。 

もしくはレセ電データをＷクリックします。 

確認後は、×で閉じます。 



 

－電  4 － 

 

１０．左側のメニューより「USB ドライブ」を選択し、格納場所開きます。 

   その後白い部分で右クリックし、「貼り付け  」を押します。 

   （例：USB ドライブ(E:)→社保）※USB ドライブ名は USB メモリによって異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．最後に、USB メモリを取り出します。 

  「USB ドライブ」を右クリックし「取り出し」を選択します。 
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＜レセプト電算のデータをＣＤへ書き込む場合（Windows 11 版）＞ 

事前に ４２ 明細書 の集計や ４３ 請求管理 の作業は行った上で手順に進んで下さい。 

 

１． ４４ 総括表・公費請求書  にて請求年月、請求年月日を確認します。 

次にファイル出力先が クライアント保存 となっていることを確認して下さい。 

又、レセ電チェックを「１：チェックする」にします。 

※レセ電チェックを行うと、請求前に基本的なチェックをかけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 社保レセ電（Ｆ６） ・ 国保レセ電（Ｆ７） を押すと下記のメッセージが表示されますので 

   Ｆ１０：プレビュー を押します。 

 

 

 

３．「名前をつけて保存」の画面が表示されましたら、格納場所を選択し 保存 を押します。  

 ※「名前を付けて保存」画面が表示されない場合は、画面右上に表示されます「保存」を押して下さい。 

※２回目以降の場合は、上書きのメッセージが表示されますので はい を選んで下さい。 

  （例：デスクトップ→レセ電→社保→R6.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック W クリック 

W クリック 

クリック 
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Point 

「新しいフォルダー」を選択すると、新たなフォルダを作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．保存後、下記画面のように表示されましたら Ｆ１：戻る を選択します。 

 

 

 

 

 

※赤字で「処理は正常に終了しました」と表示された場合は、エラーがあります。 

  Ｆ１２：プレビュー をクリックし、エラー内容を確認して下さい。 

 修正が不要な場合は次の手順へ進み、修正が必要な場合は該当患者様の内容を修正し、 

 修正後 ４２ 明細書 の手順から再度行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．次に、デスクトップに保存した該当月のフォルダを開きます。 

 

 

 

 

 
Ｗクリック Ｗクリック 
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６．レセ電データ（RECEIPTC.UKE）を開き、レセ電ビューアで点数や件数を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自動的にレセ電ビューアが開きますので、点数や件数等を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．画面左上にあります上矢印をクリックします。 

 

 

 

 

 

８．該当フォルダを右クリックし「コピー  」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レセ算データをクリックしたまま、レセ電 

ビューアのアイコンにもっていきます。 

もしくはレセ電データをＷクリックします。 

確認後は、×で閉じます。 
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９．CD をセットします。 

 その後デスクトップより PC→DVD RW ドライブの順でＷクリックしていきます。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．USB フラッシュにチェックが付いていることを確認し、「次へ」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．「ディスクにファイルを追加するには、ファイルをこのフォルダへドラッグしてください」の 

画面が開きます。白い部分で右クリックし「貼り付け   」を押します。                        
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１２．DVD RW ドライブに書き込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．CD を取り出します。 

 

 

 

（CD へ書き込まれたかの確認方法） 

 

１．CD をセットします。 

その後デスクトップより PC→DVD RW ドライブの順でＷクリックしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．CD の中身が表示されます。電算データ（RECEIPTC.UKE）があることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※レセ電データをレセ電ビューアのアイコン上へ 

ドラッグ、もしくはレセ電データをＷクリックすると、 

レセ電ビューアでＣＤに書き込まれたデータの中身を確認

できます。 


